


    悩み

     自分がずっと信頼している医師が転勤等でいなくなったらと考えるととても不安だ。 


    助言

    
              【これまでの経過はカルテに書いてある】




  
  担当医が変わると、患者さんはどうしても以前の医師と比較してしまうと思いますし、前の医師と強い信頼関係、人間関係ができていればなおさらです。患者さんにとって、担当医は自分の命を預ける人間でもありますから、担当医の交代は、不安や心配も強いと思います。
けれども、医師が転勤などで交代するときは、カルテに中間サマリ（これまでの経過をまとめたもの）などを記載するなどの方法で、患者さんの治療経過や現在の状態など、次の担当医にも把握できるようにしてあるはずです。
そうはいっても、信頼関係やコミュニケーションというのは、一日二日でできるものではありませんから、心配になっても当然かもしれません。ただ、気持ちを切り替えてみると、新たな医師との出会いが、強い信頼関係をもてる人間（医師）との出会いになるという可能性もあります。


  




              【新たな信頼関係を築いていくこと】




  
  もしも、担当だった医師が転勤してしまうことになったときは、気持ちを切り替え、これから先、新しい担当医と信頼関係を築き、何でも相談できる関係になるために、行動してみましょう。
最初は、患者さんも緊張してしまい、診察時の医師の一挙一動に敏感に反応してしまうかもしれませんが、担当医も、引き継いだ患者さんを一生懸命みていくつもりのはずです。また、今までの担当医ともはじめから、今のような関係にはなかったと思います。そのときのことを思い出しながら、良い関係を築いていってください。
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